
■令和５年度 博士後期課程入試 

選 抜 方 法 

入学者の選抜は、次のとおり行います。 

○創作研究系（日本画、油画・版画、彫刻、デザイン、陶磁） 

提出作品・作品ファイル、小論文及び口頭試問の評価に加え出願書類を総合して行う。 

○理論研究系（芸術学） 

提出論文、語学試験及び口頭試問の評価に加え出願書類を総合して行う。 

 

 

試験日程および試験会場 

志願者は、原則として、願書提出前に、研究分野の内容について、希望する研究指導教員と面談すること。 

 

(1) 作品及び作品ファイルの提出（創作研究系のみ） 

〇 日本画研究分野 

提出日時 令和 5年 2月 11日（土）13:00～16:00   ※予め搬入時間を研究指導教員に連絡すること。 

提出物 

提出方法 

①日本画作品 50～150号作品で 3～5点。 

＊2年以内に制作した作品に限る。 

＊ただし、模写・保存修復分野志望の場合は日本画作品 50～150号 1～3点及び模写作品 2点。 

②作品ファイル 

＊A4サイズで、過去 4年以内の作品及びドローイング等の写真を年次順に整理したもの。 

提出場所 日本画アトリエ指定場所 

 

〇 油画・版画研究分野 

提出日時 令和 5年 2月 11日（土）9:00～16:00   ※予め搬入時間を研究指導教員に連絡すること。 

提出物 

提出方法 

①作品 6点以内。 

＊206cm×100cmのドアから搬入可能な作品であること。 

＊4年以内に制作した作品であること。 

〔映像作品の場合〕 

・10分以内に編集した作品であること。 

・作品に関する資料を添付することができる。 

・機材等は各自で準備し、上映できる状態に設置すること。 

〔版画作品の場合〕 

・額装、パネル張り等をするなどして壁に立てかけられる形状にすること。 

＊その他の形状の作品については希望する研究指導教員に事前相談すること。 

②作品ファイル 

＊過去 4年以内の作品及びドローイング等の写真を年次順に整理したもの。 

提出場所 油画アトリエ指定場所 

 

〇 彫刻研究分野 

提出日時 令和 5年 2月 11日（土）9:00～16:00   ※予め搬入時間を研究指導教員に連絡すること。 

提出物 

提出方法 

①作品 3点以内（インスタレーション作品を含む） 

＊自身が制作した作品であること。 

＊自身の責任において、安全に提出設置できること。 

・必要であれば設置場所・条件等を実際に確認すること。 

＊映像を用いた作品は、再生時間を原則 10分以内とすること。 

・再生、投影に必要な機材等は各自で準備し、視聴できる状態に設置すること。 

②作品ファイル 

＊これまで自身が行ってきた研究・制作の成果等を示す資料（論文・報告書・作品写真・ドロー

イング等）を年次順に整理し A4サイズファイルにまとめたもの。 

提出場所 彫刻アトリエ指定場所 



 

〇 デザイン研究分野 

提出日時 令和 5年 2月 11日（土）9:00～16:00   ※予め搬入時間を研究指導教員に連絡すること。 

提出物 

提出方法 

①作品 

＊5年以内の作品及び修士作品等、3点以上（1シリーズは 1点と換算） 

＊作品に代えて論文を提出する者は、内容をパネルやプレゼンテーション資料として閲覧可能な

形態として提出すること。またその他の参考作品や論文等を、同様の形態で提出することがで

きる。 

②作品及び研究に関するファイル 

＊過去に実施した研究成果、作品、ドローイング等を年次順に整理し A4 サイズファイルにまと

めたもの。 

提出場所 デザイン棟指定場所 

 

〇 陶磁研究分野 

提出日時 令和 5年 2月 11日（土）9:00～16:00   ※予め搬入時間を研究指導教員に連絡すること。 

提出物 

提出方法 

①陶磁器作品 3～4点（シリーズは 1点と換算） 

＊制作年度は問わない。(制作年度を提出作品貼付用紙に書くこと) 

＊本人の作品であること。 

②作品ファイル 

＊サイズは A4以上とする。 

＊作品及びドローイング等の写真を年次順に整理したもの。 

提出場所 陶磁棟 2階指定場所 

（注１） 提出作品には綴じ込みの提出作品貼付用紙を貼ってください。 

（注２） 安全管理及び保健衛生上、支障のある作品は受理しません。 

（注３） 作品の搬出は、令和 5年 2月 12日（日）の口頭試問終了後とします。 

（注４） 作品及び作品ファイルの搬入及び搬出は、上記に指定した日時に、必ず本人が行ってください。（ただし、

運送業者を利用する等、特別な措置を必要とする場合は、必ず事前に希望する研究指導教員に相談してく

ださい。） 

 

(2) 小論文（創作研究系）または 語学試験（理論研究系）試験問題 

〇 日本画研究分野 

試験の種別 小論文 

時間 90 分 

試験問題 

出願している研究分野の設問を選択し、1200 字程度で論述しなさい。 

「現在の日本画が持つ問題点を、次世代を背負う自身の絵画観を通して、ど

の様に改善できるか論じなさい。」 

 

配付物：問題用紙、解答用紙１枚、草案用紙１枚 

 

〇 油画・版画研究分野 

試験の種別 小論文 

時間 90 分 

試験問題 

出願している研究分野の設問を選択し、1200 字程度で論述しなさい。 

「現代社会と美術の関係性、可能性、役割などについて、あなたはどのよう

に考えていますか。自身の研究を踏まえて論じなさい。」 

 

配付物：問題用紙、解答用紙１枚、草案用紙１枚 

 

  



 

〇 デザイン研究分野 

試験の種別 小論文 

時間 90 分 

試験問題 

出願している研究分野の設問を選択し、1200字程度で論述しなさい。 

「あなたが博士後期課程において研究して得られる成果は、社会ではどのよ

うな価値を持ち、どのような評価を受けると考えていますか。客観的な視

点から論じなさい。」 

 

配付物：問題用紙、解答用紙１枚、草案用紙１枚 

 

〇 陶磁研究分野 

試験の種別 小論文 

時間 90 分 

試験問題 

出願している研究分野の設問を選択し、1200 字程度で論述しなさい。 

「現代における陶磁デザインの可能性について論じなさい。」 

 

配付物：問題用紙、解答用紙１枚、草案用紙１枚 

 

※彫刻研究分野と芸術学研究分野は志願者なしのため、掲載なし 

 

評価基準及び点数配分 

ア 創作研究系（日本画、油画・版画、彫刻、デザイン、陶磁） 

試験科目 評価基準 点数 

作品等の審査 テーマ性、構想力、独創性、表現力等をみる。    600 

小論文 論理的構成力、文章表現力等をみる。    200 

口頭試問 研究計画書の内容、研究意欲と適性をみる。    200 

 合計 1,000 

 

イ 理論研究系（芸術学） 

試験科目 評価基準 点数 

論文の審査 主題の適性、専門的研究水準、論文構成力をみる。    600 

語学試験 専門的読解力、翻訳能力をみる。    200 

口頭試問 研究計画書の内容、研究意欲と適性をみる。    200 

 合計 1,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


